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operativeの 3つに定義され、それぞれ anteversionと inclinationの 2つがあり合計 6つに定義さ
れている。また基準面として、Anterior pelvic plane（以下 APP）と Functional coronal plane 









2010年 8月から 2012年 12月に当院で人工股関節全置換術を行った 268例の 
うち、単純Ｘ線軸射像での評価に影響する脊椎疾患・反対側の股関節疾患の既往がある 163例を除外
し、術後の CTデータがない 21例を除外した残りの 84例 84股（男性 21例 21股、女性 63例 63股）
、平均年齢：66.3歳（36～84歳）を対象とした。全例セメントレス Cupを用いてポリエチレンライ
ナーと金属骨頭を使用した症例であった。単純 X線正面像から Cup inclinationを測定し、Lewinnek, 
Pradhan, Widmer, Liawの方法を用いて Cup anteversionを測定した。単純 X線軸射像では、Woo and 
Morreyの方法を用いて Cup anteversionの測定を行った。単純Ｘ線検査(正面像・軸射像)での Cup







られた。単純Ｘ線正面像での Cup inclinationの測定は CTと比較して誤差は平均 0.6°と有意差は











では基準面として FCPではなく APPを基準に測定し、Nhoらは CTでは radiographic anteversionで
はなく anatomical anteversionを用いて比較を行っていた。APPと FCPは、ほぼ全ての患者で異な
り、骨盤傾斜が 1°異なる毎に、Cup anteversionは約 0.8°変化する事が報告されている。また




























で著者らは単純Ｘ線検査（正面像・軸射像）を用いて Cupの位置を測定するための代表的な Lewinnek, 




 人工股関節術後での Cupの前捻の測定では、投影面の違いにより radiographic anteversion、
anatomical anteversion、operative anteversionの 3つに定義され、基準面も anterior pelvic plane













2010年 8月から 2011年 12月に当院で人工股関節全置換術を行った 172例の中からから単純Ｘ線
撮影条件に問題がなく、術後の CTがある 49例 49股関節を対象としており、恣意的な選択はなかっ


































Ｑ：IRBや Informed Consentは？ 
Ａ：IRBを取得後に開始し、Informed Consentも全患者から得ていました。 
 
以上の内容の斬新さ、重要性、研究方法の正確性、表現の明確さ、及び質疑応答の結果を踏まえ、
審査員で討議の結果、本論文は学位に値すると評価された。 
 
 
